
宇宙探査オープンイノベーションフォーラム
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共催挨拶及び
新研究制度「Moon to Mars Innovation」について

JAXA宇宙探査イノベーションハブ（探査ハブ） 森 治



開催の目的

第14回研究提案募集（RFP14）に向けて
情報提供要請（RFI）を行いたい

2015年4月1日：探査ハブ設置
RFP1～11

2024年：新研究制度Moon to Mars Innovation開始
RFP12～

新研究制度でどのような活動を行っているか？
今後の探査ハブの方向性
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アジェンダ
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12:30 開場＆ポスターセッションコアタイム

13:00 開会挨拶

13:05 共同挨拶及び新研究制度「Moon to Mars Innovation」について

13:20 世界及びJAXAの宇宙探査の動向

13:30
（各10分）

各領域の次世代探査コンセプト検討活動及び共同研究

・次世代エネルギー

・次世代モビリティ

・アセンブリ＆マニュファクチャリング

・ハビテーション

14:10 インデクシング発表＆ポスターセッションコアタイム&休憩

15:20
（各20分）

共同研究発表

・月極域探査機LUPEXプロジェクトを支える探査ハブ共同研究

・電子ビーム溶接による金属・レゴリス材料の革新的接合技術の研究開発について

16:00
（各20分）

講演

・Expand our planet. Expand our future －月探査とシスルナ経済圏の構築に挑む民間企業－

・高頻度打上げ宇宙港 「HOSPO」 が挑む宇宙関連産業の基盤作り

16:40 閉会挨拶

16:45 名刺交換会＆ポスターセッションコアタイム

17:00 閉会



持続的な月面活動

©JAXA/TOYOTA

月面居住施設

ルナクルーザー

月面多目的建設機械

月面探査（無人）ローバ

月面発電施設

月面資源利用プラント

通信 エネルギー

建設/プラント

建築

自動車業界

製造

農林・食品

建設・建機

船外活動技術（宇宙服）
医療・健康 IT/観光/エンタメ 

アパレル

宇宙探査（特に重力天体探査）は、宇宙技術（ロケット・衛星等）の延長ではなく、
地上技術を応用して実現することが重要 4



探査ハブの活動方針

事業化は企業が担当

宇宙探査シナリオ・
ミッションの実現

社会課題の解決
産業競争力向上

宇宙実証はJAXAが担当

5

宇宙探査と地上事業の“Dual Utilization”

非宇宙分野の企業の参入を促進し、地上技術を応用して世界をリードする宇宙探査技術の研究開発を行う。

→ 宇宙探査シナリオ・ミッションの実現（JAXA）

宇宙探査の技術課題は、地上産業に必要な技術課題との共通点が多い。

→ 社会的課題の解決や産業競争力向上（企業）

オープンイノベーション型共同研究
異分野との連携・人材糾合を促進し、探査のプレーヤーのすそ野を拡大し、幅広い技術を獲得する。



幅広い異分野との連携・人材糾合を促進し、探査のプレーヤーのすそ野を全国に拡大してきた

探査ハブのこれまでの研究連携実績

ＲＦＩ提供  １２99件
共同研究   235件
参加機関   301機関

２０２6年1月時点
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Dual Utilizationの成功事例①
SORA-Qの月面探査機(SLIM)への搭載／地上商品化

SLIMミッションへの搭載
©タカラトミー/JAXA

玩具メーカであるタカラトミーのノウハウを活用し、変形型月面ロボット (SORA-Q)を
同志社大学・ソニーグループ株式会社とともに、共同開発。 

宇宙探査 SLIMにLEV2として搭載され、月面で変形・移動し、SLIMの撮像に成功

7
LEV-2(SORA-Q)がフロントカメラでSLIM探査機
を撮影、LEV-1がデータ受信し、地上へ送信。

LEV-2とLEV-1
・日本初の月面探査ロボット
・世界初の完全自律ロボットによる月面探査
・世界初の複数ロボットによる同時月面探査
・世界初の月面ロボット間通信

LEV-2
・世界最小・最軽量の月面探査ロボット
（直径80mm，質量0.25kg）



Dual Utilizationの成功事例①
SORA-Qの月面探査機(SLIM)への搭載／地上商品化
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民間事業 SORA-Q Flagship Modelが2023年9月に発売

クロール走行

バタフライ走行



宇宙探査

民間事業

神栄テクノロジーによる高い湿度水分測定技術を活用し、小型微量水分計を開発。

月極域探査ミッション（LUPEX）への搭載

小型微量水分計の開発と量産化に成功

半導体の製造現場においては、ガス中の残留水分が、品質、性能、歩留まりへ大きな影響を
与えうる。ガス中の水分を高精度、かつ高感度で高速に測定し、世界でも類を見ない画期的
な小型微量水分計の開発と量産化に成功、製品販売開始

神栄株式会社プレスリリースより小型微量水分計

月探査と半導体製造現場における水分測定ニーズへの適用

©神栄テクノロジー株式会社、産総研、
大阪大学、茨城大学、鹿児島大学、JAXA

Dual Utilizationの成功事例②
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ソニーの光ディスクシステム技術の活用による、宇宙光通信事業

1970年代より、ソニーが培ってきたCD、DVD、ブルーレイなどの光ディスクシステムの技術を活用し、
ISSから地上への光通信実験に成功。この成果をもとにソニーグループ（株）が新会社を米国に設立、
軌道上の小型衛星間通信の装置製造、販売に着手している。

将来の地球－月・火星との大容量通信基盤への適用に期待

米国に新会社設立、宇宙光通信事業の開始

宇宙探査

民間事業

「SOLISS」から光通信で伝送されたHD画像
©JAXA/Sony CSL

Sony Space Communications Corporation設立のNEWS
(Sony HPより)

Dual Utilizationの成功事例③
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探査ハブの研究成果ハイライト

マリンレーダ(2020年)
はやぶさ2カプセル回収での追跡に参加し、着地
位置特定に貢献。 ©光電製作所

小型光通信実験装置SOLISS(2020年)
小型衛星搭載用の光通信機器としてEthernet
による通信を実現（世界初）SONY社の衛星事業
に発展。 ©SONY CSL,NICT

ISSでの袋培養実験(2021年)
将来の長期宇宙滞在時における食料生
産に向け、世界初となる宇宙での袋型
培養槽技術の実証実験を、（ISS）「きぼ
う」で実施。 ©竹中工務店、キリン他

Flash 
LIDAR

新型宇宙ステーション補給機（HTV-X）1号機搭載
3Dイメージセンサ（2025年打ち上げ）
HTV-X1号機用ランデブー・サブ・センサとしてFlash LIDARを
開発（次号機以降のセンサも製造中）。 ©浜松ホトニクス

３Dイメージ

センサ 小型微量水分計の研究（２０16年12月～2019年3月）
半導体製造現場に適用される小型微量水分計を開発。ガス中の水分
を高精度かつ高感度で高速に測定可能。量産化に成功し、地上では製
品販売開始した。現在、LUPEXプロジェクト搭載の微量水分計の開発
に協力。 ©神栄テクノロジー株式会社、産総研、大阪大学、茨城大学、
鹿児島大学

LUPEX搭載小型イメージング分光器
近赤外域の単色（モノクロ）を撮影可能な小型近赤外イメー
ジング分光装置。2次元イメージング分光器の小型・軽量化
を実現。製品として販売開始。探査ハブにおける研究期間
２０16年3月～2018年3月。

SLIM/LEV-2 (SORA-Q)小型変形型ロボット
玩具メーカであるタカラトミーのノウハウを活用し、同志社大
学・ソニーグループ株式会社とともに、共同開発。世界最小・最
軽量の月面探査ロボットとなり、親機であるSLIMの撮影に成
功。 フラッグシップモデルを販売し、玩具ビジネスとしても一定
の成果。探査ハブにおける研究開始2016年4月、2024年1月
20日宇宙実証。

探査ハブと民間の共同研究成果をきっかけとした宇宙実証、探査適用、地上事業化が進展

月極域探査機プロジェクト
LUPEX

イノベーションの成功率の低さ「千三つ」

企業による新規事業化 1４件
宇宙戦略基金への接続      ３件

宇宙実証(予定含む) 17件
宇宙ミッション適用（予定含む） 15件
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JAXA相模原キャンパスにある探査ハブの施設
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『宇宙探査実験棟』

屋内実験場
『宇宙探査フィールド』（400m2）

珪砂と岩石模型により月惑星の表面地形を模擬

実スケールの探査ロボットや着陸機を用いた
探査活動の一連の性能・機能確認や運用試験等を実施

外部からの利用（有償）も実施



研究制度の進化「Moon to Mars Innovation」

 地上事業化だけでなく、宇宙事業化につなげていく。（Space Dual Utilization）

 宇宙探査プロジェクトへの接続を強化する。単独プロジェクトだけでなく宇宙探査プログラムに広く適用する。
国際宇宙探査のニーズを取り込む（オープンイノベーション型共同研究のシステム型・ゲームチェンジ型）。
4つの重点領域を設定し、「次世代探査コンセプト検討活動」を行い、この結果を研究テーマに反映する。

 ニーズベースだけでなく、シーズベースの挑戦的な研究も行い、宇宙分野のすそ野を広げる。
自由提案の研究課題も受け付ける（オープンイノベーション型共同研究のチャレンジ型）。

Dual Utilization
JAXA宇宙探査＋地上事業
（2015年度～2023年度）

Space Dual Utilization
JAXA宇宙探査＋宇宙・地上事業

2024年3月以降

次世代エネルギー 次世代モビリティ
アセンブリ＆
マニュファク
チャリング

ハビテーション

宇宙を取り巻く状況の変化： 国際宇宙探査の進展、企業による宇宙活動の活発化

2024年3月
Mooｎ to Mars Innovation 開始

13



• RFI(情報提供)をもとにRFP（研究提案募集）を実施してオープンイノベーション型共同研究を実施する。
• JAXAも共同で技術課題に取り組むことで宇宙探査のすそ野を広げて、JAXA宇宙探査プロジェクトや地上事業化

につなげていく。→ Dual Utilization (RFP1-11)

宇宙固有
技術課題

• 国際宇宙探査シ
ナリオ（案）

• シナリオ実現に
必要な技術課題

オープンイノベーション型
共同研究

地上事業化

連携

• 事業戦略
• 事業化に必要な
技術課題

企業・大学

JAXA宇宙探査
プロジェクト

従来研究制度のしくみ（2015年度～2023年度）
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課題解決型
最大3億円/最大3年程度

アイデア型
最大500万円/最大1年程度

チャレンジ型

最大300万円/１年程度

宇
宙
実
証

研
究
提
案
募
集

審
査
・採
択
・共
同
研
究
契
約
締
結

RFP

情
報
提
供
要
請

RFI

公
募
課
題
に
練
り
上
げ

JAXA探査関連部門
(探査C・有人・ISAS・研開など)

JAXA施設（宇宙探査実験棟）等の提供企業等からの
提案

企業等からの
ニーズ・アイデア



宇宙固有
技術課題

JAXA探査関連部門
(探査C・有人・ISAS・研開など)

• 国際宇宙探査シ
ナリオ（案）

• シナリオ実現に
必要な技術課題

研
究
提
案
募
集

審
査
・採
択
・共
同
研
究
契
約
締
結

オープンイノベーション型
共同研究

地上事業化

シナリオ
メイキング 次世代探査コンセプト検討活動

• 事業戦略
• 事業化に必要な
技術課題

情
報
提
供
要
請

• 従来からのRFIに加えて、新たに次世代探査コンセプト検討活動の成果をオープンイノベーション型共同研究のテー
マに反映する。これによりJAXA宇宙探査プロジェクト・プログラムに適用する。

• 直接宇宙事業化を狙うのみならず、宇宙探査プログラムや地上事業化を経た宇宙事業化等の様々な可能性も視野に
入れる。 → Space Dual Utilization (RFP12-)

システム型
最大1億円/最大3年程度

ゲームチェンジ型
最大1千万円/1～3年程度

チャレンジ型

最大300万円/１年程度

JAXA宇宙探査
プロジェクト
プログラム

宇宙事業化

新研究制度のしくみ（2024年3月～）

企業・大学

宇
宙
実
証

連携
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JAXA施設（宇宙探査実験棟）等の提供

公
募
課
題
に
練
り
上
げ

RFPRFI

企業等からの
提案

企業等からの
ニーズ・アイデア



次世代探査コンセプト領域ごとにJAXAが産学官チームを編成し、
将来の月・火星の探査像（システム、サービス）に対し
・システムの段階的実現方法
・その技術課題の識別
・必要となる研究開発のシナリオ を検討する

本活動で識別された技術課題や検討されたシステムをRFPに反映してオープンイノベーション型共同研究を実施する

システムの段階的拡張性（Scalability）、他のシステムと
協調して運用するための相互互換性（Interoperability）、
共通性（Commonality）、火星への発展性（Evolvability）
といった観点を特に重視する

次世代探査コンセプト検討活動の状況

次世代
エネルギー

次世代
エネルギー

次世代
モビリティ
次世代
モビリティ

アセンブリ＆
マニュファク
チャリング

アセンブリ＆
マニュファク
チャリング

ハビテー
ション
ハビテー
ション

宮澤 永松上野山崎
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次世代エネルギー領域 の目指すところ

 月面上のユーザーへの電力供給サービスを提供することを目的
 小規模・近距離から、将来の月面インフラへの発電、蓄電、送配電サービスの提供へ規模と範囲の拡張

を目指す

探査シナリオ案2025より
2030年代後半に
300kW級の
電力供給インフラが必要
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次世代エネルギー領域 の目指すところ
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技術領域

①タワー型太陽電池システム

②分散移動型太陽電池システム

③マイクロ波無線送電システム

④レーザー送電システム

⑤近距離非接触送電システム

⑥蓄電システム

⑦熱マネジメントシステム

⑧熱エネルギー再利用システム

⑨モニタリングシステム

⑩電力マネジメントシステム



次世代モビリティ領域 の目指すところ

 月面モビリティシステムとして、移動・運搬・作業サービスを提供する
 小型・少数・近距離のモビリティシステムによる探査（調査、観測等）から、将来の月面上の物資と人の

輸送や月面基地建設作業に繋がるようなサービス拡張を目指す
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次世代モビリティ領域 の目指すところ
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目標システム

①月面上の物資・人の移動シス
テム

②複数の小型ロボットによる協調
探査システム

③AI搭載による高精度で安全な
自動・自律運転システム

④自己修復・メンテナンス・電力
確保システム

⑤月面拠点建設のための調査シ
ステム

⑥月面拠点建設のための整備・
構築システム



アセンブリ＆マニュファクチャリング領域 の目指すところ

 月周回，月面における製造，組立，生産サービスを提供することを目的
 地球近傍での軌道上製造実証から，月周回，そして将来的には月面資源をも活用した製造，組立，生

産サービスの提供を目指す

月面資源を活用による
製造、組立、生産

レゴリスによる製造などの
要素研究

宇宙実証
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アセンブリ＆マニュファクチャリング領域 の目指すところ
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重点技術課題

①月面における資源抽出

②Additive Manufacturing in/for 
Space

③月面における大規模掘削技術

④宇宙における大型構造物

⑤月面における金属材料の効率
的リサイクル技術



ハビテーション領域 の目指すところ

 月面上での有人滞在を可能とするサービス提供を目的
 ISSにおける実証や月面の環境把握等を通じ、将来の有人長期滞在を可能とする総合的な衣食住

サービスの提供を目指す

総合的な衣食住サービス

食料・循環システム

軌道上栽培などの
要素研究・小規模実証
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https://www.google.com/imgres?q=axiom%20station&imgurl=https%3A%2F%2Fi2.wp.com%2Fwww.newspacechicago.com%2Fwp-content%2Fuploads%2F2022%2F01%2F106840195-1613159439946-Ax_Station_midnighthorizon.jpg&imgrefurl=http%3A%2F%2Fwww.newspacechicago.com%2F2022%2F01%2F03%2Fthe-near-future-of-commercialized-space-stations%2F&docid=2bjzB2nm-S67dM&tbnid=pF-ZHq2mO7eqUM&vet=12ahUKEwikytKqx76FAxWcr1YBHf0VCDoQM3oFCIEBEAA..i&w=2000&h=1125&hcb=2&ved=2ahUKEwikytKqx76FAxWcr1YBHf0VCDoQM3oFCIEBEAA


ハビテーション領域 の目指すところ
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重点技術課題

①環境モニタリング

②食料生産

③資源・物質循環

④ヘルスケアサイエンス

⑤居住空間構築



RFP14に関するスケジュール
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8月中旬頃
(約1か月後に〆切)

6月-7月

5月頃12月初旬頃に
 採否通知

（4/1付契約締結予定）

通年募集中

RFP14に向けて
5月中旬頃に
 〆切

RFP14

RFP13ではチャレンジ型は年度内に開始可能にしていたが，RFP14では4月1日開始とする．



日本の国際宇宙探査シナリオ案2025

26

2040年代の月面拠点・火星探査活動のあるべき姿
「学・官による科学探査および活動基盤となる枠組構築・インフラ整備の推進と、
民間による主体的な事業活動の創出による、産・学・官の連携の相乗効果を
活用することで持続的な月・火星探査活動を実現する。」 



月面科学プログラム
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月面サンプルリターン

月面天文台

月震計ネットワーク



火星着陸ミッションタスクフォース 2026/02/26 28

段階的な(3STEP)火星着陸探査プログラム

国際宇宙探査シナリオ 日本の国際宇宙探査シナリオ案2025 図4.8-2
３STEP火星着陸探査プログラムの位置付けと科学目標

科学観測機器・
技術実証機器等提案

火星着陸探査
プログラムへの意見



火星着陸ミッションタスクフォース 2026/02/26 29

「日本の国際宇宙探査シナリオ案2025」に沿って、3 ステップの火星着陸探査ミッション
を検討しています。そして、火星着陸機 および 周回機により、第 1 段階となる 2030年台
前半の Step 1 ミッション に向けて、 Step 1 ミッション定義活動 を進めています。

   このたび、Step 1 火星着陸探査ミッション の 科学観測機器・技術実証機器等の提案 
および 火星着陸探査プログラムへのご意見 を、科学コミュニティに限らず、広く産学官の
皆様から募集いたします。

   いただいた情報をもとに、ミッションの意義やインタフェース条件などの検討を深掘りして
いく予定です。産学官のコミュニティとどのように連携し、相互によい関係を構築できるか
を検討しながら、Step 1-3 のミッションに反映していきます。

火星着陸探査プログラムにおける搭載機器提案募集

募集期間 募集内容 対象Step

2026年3月16日(月)まで 科学観測機器・技術実証機器等提案 Step 1

科学観測機器・技術実証機器等・
火星着陸探査プログラムへの意見

Step 1-3全般



今後の探査ハブの方向性（私見を含む）

30

今後の月面・火星の科学探査
・単発プロジェクトではなく，プログラムとして実施される．
・科学観測と技術実証をセットにしてステップアップしていく．
・科学観測は環境計測，技術実証はインフラ構築を推進し，事業活動につながる．

探査ハブの方向性の一つ
・科学探査プロジェクトに搭載することで，技術を実証し，この有効性を示す．
・他の科学探査プログラムにも広く搭載することで技術をインフラ化する．
・この技術を活用した事業を行う → Space Dual Utilizationの一つの解

地球 月小惑星 火星

月面に限らず，火星（さらに，深宇宙探査）も視野に入れた活動を行う．



まとめ

持続可能な太陽系開拓時代へ
情報提供をよろしくお願いいたします．

31


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31

